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1. 授業の概要（ねらい）
　柔道整復師は医療施設、介護施設において高齢者と接する機会が多く、その身体的特徴として筋骨格系、持病、精神
的機能等を充分に理解する必要がある。これら知識を生かし高齢者が転倒などにより陥りやすい外傷（骨折、脱臼、軟部
組織損傷）を再確認し防止対策を考える。また、介護を必要とする高齢者の身体機能の低下、認知機能の低下を理解し、
その予防と対応を学びます。授業では、ペアワークにを実施し第11〜14回授業では介護予防エクササイズを実際に体験
し実習します。この授業はDP4に相当し、これまでに学んだ知識を総合的に生かした内容となります。

2. 授業の到達目標
　高齢者の身体的特徴である、筋骨格系、持病、精神的機能を理解し説明できる。高齢者が陥りやすい外傷（骨折、脱
臼、軟部組織損傷）を理解しその予防対策（転倒予防）を指導、実施できる。介護認定を理解し介護度による要介護者の
身体的特徴を理解し、介護予防対策を指導、実施できる。

3. 成績評価の方法および基準
　期末試験９０％、授業評価１０％により評価します。期末試験に向けまとめ資料の配布、演習問題を行いその解説を行い
ます。授業評価としては、出席状況、授業への取り組み状況を評価します。最後の授業にて全体に関するフィードバックを
行います。

4. 教科書・参考文献
教科書
公益社団法人全国柔道整復学校協会　『柔道整復師と機能訓練指導』　南江堂　ISBN：978-4-524-25759-1

5. 準備学修の内容
　高齢者の身体的特徴を把握するため、指定した教科書を授業回の題目に合わせて予備学習を行ってもらいます。また、
柔道整復理論に基づいた外傷の知識を再確認しますので、１〜２年次の学習内容を復習して挑んもらいます。

6. その他履修上の注意事項

7. 授業内容
【第１回】 高齢者とは

　予習：授業内容に従って教科書で事前学習します。
　復習：配布テキストに従って授業で進んだ内容を復習します。

【第２回】 介護保険制度について
　予習：授業内容に従って教科書で事前学習します。
　復習：配布テキストに従って授業で進んだ内容を復習します。

【第３回】 老化とは
　予習：授業内容に従って教科書で事前学習します。
　復習：配布テキストに従って授業で進んだ内容を復習します。

【第４回】 認知症とは
　予習：授業内容に従って教科書で事前学習します。
　復習：配布テキストに従って授業で進んだ内容を復習します。

【第５回】 高齢者の身体変化
　予習：授業内容に従って教科書で事前学習します。
　復習：配布テキストに従って授業で進んだ内容を復習します。

【第６回】 高齢者の運動器疾患
　予習：授業内容に従って教科書で事前学習します。
　復習：配布テキストに従って授業で進んだ内容を復習します。

【第７回】 高齢者の死因と疾患
　予習：授業内容に従って教科書で事前学習します。
　復習：配布テキストに従って授業で進んだ内容を復習します。

【第８回】 高齢者の食事と栄養
　予習：授業内容に従って教科書で事前学習します。
　復習：配布テキストに従って授業で進んだ内容を復習します。

【第９回】 高齢者の運動能力
　予習：授業内容に従って教科書で事前学習します。
　復習：配布テキストに従って授業で進んだ内容を復習します。

【第10回】 変形性関節症①（膝関節・股関節・頸椎）
　予習：授業内容に従って教科書で事前学習します。
　復習：配布テキストに従って授業で進んだ内容を復習します。

【第11回】 変形性関節症②（腰椎）
　予習：授業内容に従って教科書で事前学習します。
　復習：配布テキストに従って授業で進んだ内容を復習します。

【第12回】 高齢者の機能訓練①（身体評価）
　予習：授業内容に従って教科書で事前学習します。
　復習：配布テキストに従って授業で進んだ内容を復習します。

【第13回】 高齢者の機能訓練①（機能訓練実施計画）
　予習：授業内容に従って教科書で事前学習します。
　復習：配布テキストに従って授業で進んだ内容を復習します。

【第14回】 高齢者の機能訓練①（リスクマネジメント）
　予習：授業内容に従って教科書で事前学習します。
　復習：配布テキストに従って授業で進んだ内容を復習します。



【第15回】 ロコモティブシンドロームについて
　予習：ここまでの授業内容を復習し試験準備します。
　復習：試験内容に沿って更に復習します。


